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2010年 7月よリー年間、国際ロータリー第2750地区91クラ

ブと国際ロータリーの間に立ち、クラブがロータリー活動を

効果的に出来るよう支援するお役目を皆様と一緒に担う

ことになりました。

手続要覧に地区の役割は、クラブが奉仕活動を行う上で、

適切な支援を行うことを唯一の目的とする、とあります。

私は、地区運営の方針として

①クラブ中心、地区はその支援

②地区の簡素化

を掲げ、一年間運営に当たりたいと思いますので、皆様も

同じ思いで、役割を全うして頂きたいと、お願いいたします。

地区チーム研修セミナーの目的は

ガバナー補佐および地区委員長、委員の就任に備える、

ガバナー・エレクトが地区指導者チームを作り上げ、チーム

がクラブを支援する意欲を高めることであります。

ガバナー補佐の皆様には、既に4回のガバナー補佐研修

を重ねておりまして、今日は主に委員会委員長・委員の皆

様に対し、年間基本方針等を確認する場にしたいと思っ

ております。

私は、1月 18日から1週間サンディエゴに参り、ガバナー研

修を受けてまいりました。

18日の開会式におきまして レイ・クリンギンスミスRI会長
エレクトが、年度テーマを発表されました。「地域を育み、

大陸をつなぐ」「Building COmmunities Bridging

Continents」ということです。

会長エレクトのご説明は、今までのテーマは Celebrate

Rotary、  Enioy Rotaryなどロータリアンに向かって言

うものが殆どでした。

それを外に向かって言うもの、それを開けばロータリーが

何たるか、判るようなものにしようということで、このテーマ

に決められたということです。国際ロータリーは3年ごとに

長期計画を見直ししておりますが、2010年はその年にあ

たりますので、昨年の11月の国際ロータリーの理事会で

検討されました。

今年6月までに、まだ検討を加えられるようですが、向こう

3年間はその方向で世界のロータリーが進むことになります。

また、規定審議会が3年に一度開かれますが、本年4月

に規則の変更の協議決定カン予われ、7月より実施されます。

という二つの意味で例年と違い、国際ロータリーの方向性

の変化を理解しなければならない年と思います。

クラブが活発に活動するには、地区は何をすべきかを常に

念頭におき「考え」「行動」してまいりたいと考えております。
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